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　　　　　　　　　　緒　　　論　　　　　　‘
　Choline　g．　te　rase（ChE）の特異性に関し．て先に：わ暫し
われは基質濃．度の｛差…異1），抽出時に：おける塩濃度2）
及びChE特異性とtrypsi11処理3とについて検討
して來た結果これ等がChE特異性決定の有力な
手段たり得ることを述べた。しかしこれ等ば凡て
C11E抽出原液について成されたために決定的な結
果を得たものでは．なかった。本報ではこれ等の関
係をより一・暦明確ならしめるために，特異的，非
特異的ChEの分難を行い得たそれ等各標晶に：つ
いてわれわれの提唱し冴ミたった基質濃度，trypsin
処理とChE特異性との関連の再検討を試みた結
果満足すべき成績を得たので報告する。
　　　　　　　　　実・験方法
　1．測定方法：’，i署崎，　Hesterin　acetyleholine新比色
法4）
　2．　基『ぐ＝　解そ末1農1隻　0．025M，　0．0025］M【acetyleholine
（Ach）液：を使用
　3．　trypsin処理は第3幸艮に準じ10mg’cc液をf吏用し，
3SOC，30分間i温浴作用せしむ
　4．　使珊組織；　犬肝，lj馬家兎脳
　5。　pH汕1跨置はガラス’電オ亟pHメーター（冥こ覗t’「慧重皮製）に
よった
1）今野；机医紀要2，255（1952）．
2）今野：札幌医誌4，4α9531．
　6．肝及び脳ChE猿品の力儂測定は抽出原液と標晶お
のおのの乾燥重量1mg当りのAch分解量mgを以て現わ
した
　7一標品の作製方法
　A．肝ChEの場合にはFig．1に示す如く概ね玉井5）の
方法に準じ，新鮮なろ犬肝30gを充分磨細しこれに100ce
の水を加え1書夜抽出そ菱3，5001・瀬10分間遠，巳・上清（S）を
得る，，
　　　　　　　Original　extract　（S）
　　　　　　　　　　　］
　　　　　ammonium　sulphate　25　g／dl
　・　acetic　acid，　to　pH　er．8
　　　　　　　　　　　1
　　　1　”　1　super．natant　1　CSi）　preeipitant　1　CP　i）　　　1
　ammonium　sulphate　40　g／dl
　　pH．5．8
　　　1
　　1　　　　　　　　　　1　　S’a　？L，　　　　　　　　　　　 　　；．
　　　　　　　　　　　dialyse　overnight
　　　　　　　　　　a，cr．ainst　tap　water
　　　　　　　　　　　　centrifuged
　　　　　　　　　　　　　　　J
　　　　　　　　　　l　　　　　　　［
　　　　　’　Ss　P；l　　　　　　　　Piver　preparation　1
　　　　　　　　儲1識畏、）
　　　　Fig．1Prepara七ion　of　liver－ChE
3）今野：同　誌4，9（1953）．
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　　a）　」丹育（S）｝こ259／dl　lこなるように耐館陵ピ女門をカilえ少
量のN／2酷酸を添加してpH　5．8に保ち約盤時F間口羅後
3，500同，io分遠心上清（S1）を響｝る。
　　b）　」惇寿C9．）fこ項〔に409／dlになるように硫醒安門をカ1’1
えpH　5．8に保ちi約2時問放置後遠心，今庶は自治｝（P，）を
得る。
　　c）沈afi　（P2）を少量②水に溶きこの液をセロファン紙
を以て1幾夜流水に透析する。透析により析出する禦｝iノこ沈
澱物を遠心により除去し菱1縫色湾明な肝標的を手・FI一る。
　B．家兎脳ChEの場面には，概ねOrd＆Thompson6）
の方法に準じて行なった（Fig．2）。即ち新鮮なる家兎脳絹．
織5gを探り充分磨組後100　ccの水を加えi約2晴隅抽出後
3，500rnl，　l　o分間遠心」二清〔S｝を得・，このものについて次の’
行程により精製を試みた。
　　a）　」二量奇（S）に4．9g〆dlとなるように硫旧聞安門を加え運J
2Hlr・llτ100C　tこフiS）（f毘そ受3，500［「Ii匡博10分遠，1ン少量ζ7）1残ゴ’商　P［を
得る。　　　　　　　　　’
　　b）　この沈涜P1を水にて・一度彰ヒ罰し過剰な硫安を除
去後少量：のフ3tに回遊せしめて乳自色の脳標晶Aを得る。上
清S】は保＝育：。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロc）上諭（S1）を25 g！dlになるよう硫安を加え，　pH　5．S
にで呆’ち約2山川方父置後遠心・沈流P2を得る。このものに少
量の水を加え1書夜：透析，生ずる’禦llノこ物を遠心により除去
し軽自濁の標品Bを得ろ。
　C．犬膵ChEの場合にはヨ釧二5）Ord＆Thorr］PSon（‘〉法
を併用し硫安濃度の各段階において分劃を試みた（Fig．3）。
　即’ち新鮮なる犬膵109を探り充分隣細後100ccの水を
加え／書夜抽出後3，500　1”】聴ユ0分遠心後得た上清〔S）につ
いて次の5っの標品を得た。
　　a）上清（S）に49／dlになるよらに硫酸安門を加え約
2晴柵放置後遠心少量の1自酌（Pi）を得，このものを水にて
一度洗1條後再一び水に俘｝聾せしめ軽自濁の標品Aを得る。
　　b〕　上清rs）に脳の場合同様4．9　g！dlとなるj：うに硫酸
安門を加え約21劇1倣置後遠心少量の沈洋乏（P2）をZ｝・。水洗
後少量の水に悸論せしめ軽白濁の出品Bを得る。上清〔Sz）
保存、
　　c）　上清〔S2）に25　g！dlになるように硫安を加え，　N／2
酷酸を添加してpH　5．8に保ち約2時・冒目放置後かなり多く
の沈溢（P3）を得る。上清S3は保存。
　この沈渣（B；）に少量の水を加え流水にて1書夜透析をな
し析1｛・｝する禦即1：物を遠心に」＝り除き軽白濁の標憂1｝筆Cを得
る。
　　d）　」＝清（S：s，に更に肝の土易・合同標40言！dlになるように
　　Original　extract　（S）
　　　　　　　T
ammonium　sulphate　4．9g／dl
　stand　fo：　2　hours　at　OOC
　　　　　　　1
　　　　L
　　　　Si
　　　　，
ammonium　sulphate　25g！dl
　　　pH．5，S
　　　　　［t
i　　　　　ISLi 　　　P2
　　　　；
dialyse　overnight
preparation　B
囎1濫opaqUe）
　　　1
　　Pi
　　　；
wash　wi’tb　water，　then
sug．pend　in　water
　　　l
preparation　A
（milky　suspension）
F｛g．　Z　Preparation　of　brain－ChE
硫安を加えpH　5．Sに保あ，約2時．問放置後軍｝巳・沈渣（P5）
を得る。上清（Sn）はll呆存。沈渣〔P5）に少．量のフ1《を加え1書
夜：漉析をなし生ずる禦状沈：澱物を遠心により除去，無色透
明な標品Dを得る。
　　e）上清IS弓｝に班に509！dlになるように硫安を加え，
pH　5．8に保’ち約2晴：llil：口置後遽I　C」少量の沈浴〔P7）を得ろ。
このものを少墨：の水に溶いて流水に吐くJ1糞三夜透析し生．ずる
紮｝りこ物を遠心により除iき無色透明なる標晶Eを得る。
実験成績
　L．標贔のカf買
　a）　Table　1　に見る如く，月『「標目は麦i黄色透明後でそ：の
力儂は乾燥重量1m繕当リAch分解量は0．35mg～1．27　mg
であり，CbE抽出原液の0．14　mg～0，47　mgに比較して約
2～6倍の活性値を示した。
　b）脳標柱Aの水浮遊液は乳自色で，その力儂はTable
2に見る女rlく，111乞よ襲重一量1mg当りAch分所吊量は0．7～1．6
mgにしてChE抽lll．原波の02～0．36　m9に比較して約3．3
～7．6’檎の活性値：を示した。脳：漂晶BではAの約1／1“の活
性度であった。
　2．三品におけろRA〔RA＝0．G25　M　Aeh分解量mg／
0．0025MAch分解r量　mg）．の検討
　a）Tabユe　1に示す如く肝糎晶では抽Ili原液と同様Ach
基致濃度0．G25N［における活性度は0．00％Mの場合」；り
も高く，従ってRAは常に1より大であったD
　b）脳標品AでもTal）le2に示す如く非鯉1り京泌同糠Aeh
基質濃度0．OO25　Mにおける活性度はO。O‘25　Mの場合より
も高く從ってRAは常に1より小であった。
4）窟崎・・その仙＝札医糸己要2，1（1951」・
5）　玉rJl：：　ノkイヒ学　22，1～2　（1950）．
6）　Ord，　M．　G．　＆　Thompson，　R．　H．　S，：Bioehem．　J．　49，
　ユ91　（1951）．
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　　e）次に膵の5つの各藩品亭こり
いて検討を行りた結果，Table　3，
Fig．4に見る如く標品A．及びB
では抽出原流のRAが1．より大な
るに反し，1．より小であった。標
．品CのRAは1に等しく，標晶D
．及びEでは抽出原泌．i，ll様RAは1
よ｝j大でありた。
　　3．標品における．しrypsin作m
の検討
　a♪　Table　1　に見ろ汝「1く月予才由出
原液が官需7％F「L害を受けるが月「Fオ厘
品では全く影響を受けなかった。
　b）　脳標品ではTable　2｝こ見る
如く抽出原液同様完全にChE作
用は阻害された。
　c）膵糠1粘A，BではTable　3，
Fig。5　に見る如く抽｝．i．1原1液が70
％阻害されるに比較してChE作
耳1は約90％陣，害された。1票1：Vli　C
では約58％で胴囲D，Eでは10～
30％の阻害作用を認．めた。
　　　　　総括並びに考按
　　ChEの特異性に関しては
從來多方面より槍討されて
いる7）にも拘わらすその性質
ぽ未だ隠然としない現況で
ある。從つでChEの精：．製も
StedmanS）の．L葛．巾L洋童以ろ1くミ八厘en－
de11　），　INac　IN41eekiniQ），　Strelitzii），
Becketti‘21’，　Whitta，　ker7；”，　Na－
chmans・hn等ユ3・により潮乏告さ
れているが，多くはその．精製，
卜しくば標品の生物学的慮
Original　exttaet　（S）
　　　　　　　］
　　　　　　　　　　　　　［
　　　　ammonium　sulphate　4．9g！dl
　　　　　　　　stand　for　2　hours
　　　　　　　　　　　l
　　　　　［　　　　　　［
・　S2　Pf　．　　　　　s　　　　　　　　；
ampaonium　sulphate　wash　with　water，
25g／dl　’　then　suspend　　　aeetie　ae．id，　in　water
　　　　　to　pH　5．8　．　“・　．　L．　，
］　preparation　B　1
（slight］y　opaquesolution）
　　　　1　　　　　’
　　　　P3
　　　　・
dialyse　overnight
ag・ainst　’tap　water
　　　centrifuged
　　　　　　　［
　　　　1”　”
　　　　Sa
　　　　　　　　1
ammonium　sulphate　4　gfdl
　　　stand　for　2．　hours
　　　　　　　1????? 　　　　　　　］
　　　　　　Pl
　　　　　　s
ash　with　water，
then　suspend　inwater
　　　　　　　，
1　preparation　A　1
（§ぎ臨opaque）
　　1
　S3
　　・
ammonium　sulph te
40　g／dl　pH　5．8
．
1preparation　c　l
　　［　　　　　・
　si，
　　・
amrnonium　sulphate
50　g／dl　pH　5．S
　　　　　i’
　　　．［
　　　　Ps
　　　　　L
dialyse　overnight
agains七tap　water
　　　centriSuged
??
??
1pmtreparEitl161｛7S－ion　D　ii
1?
　　　　　　　　　　（transparent　liquid）
　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　P7
　　　　　　dialyse　overni．crht
　　　　　　　against　tap　water
　　　　　　　　　eentrifuged
　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　I
．　Ss
?
．用に限られ精製ChEにお・ける特異［で1三についてば
殆ど槍討されて器らなし・㌔
最近玉井5）は犬肝ChEの精集陸試み乾燥：重量lmg当
りAch分解量0．3　mg（Ammon法を用いているが換算．し
7）a．．沖ri1・吉川、：il新医学37，1〔jg50）．
　b。長紫ミ．：酵素化学の進歩UII｛　24）．
　c．Whi七taker，　V，　P．：Physiol．　Rev．31，3（195i）．
　　d．　槍i木：摯葉i二学研究　22，5（195Q）．
S）　Stedman，　E．　＆　Stedman，　E．：Bioehem．　J．　26，　2056
　　　－2066　it　932）；29，　20－63　（1935）．
1preparation　E　1
??
　　　　　　　（transparent　liquid）
Fig・．　3　？reparation　of　panereas－ChE
　　　て）の活性慶を有する標品を得，該標品について基質濃度
　　　の槍討を試みAch　O．025M：における活性度は0．0025Mに
　　　おけ．る；場合よりも高いことを述べている。　またOrd．＆
　　　Thompsonfi）は白鼠脳及び心室筋．からChEの．分離を行い
??
10）
1 ）
12）
）》，??ー
Mende］，　B．　＆・　Mundel，　D．B，　：　Bioehem．　J．　37，　64（1943）．
Mc　Meekin，　T．　L，：　eit，　7）　a．　d，
Strelitz，　E，：　cit．　”t）　a．　d．
Beekett，　S．　＆　GellbDrn，　E．　：　Am．　」．　Physiol，　153，
1J3－120（194S）．
Nacbmansohn，　D．　＆　Rothenberg，　M，　A．　：　eit．　6）．
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Table　1ノlct’ivitlノ　〔ゾLi’ver臼α乙エi7　Prepαγ・α占’io？zs
Original　extraet
Liver　preparation
NO．
???
????
RA InhibitiQ’n　（％〉　by
tryptie　digestion
1．S8
2．，58
1．95
1．71
2．70
44??2
7??2
66?．1
?」???】
??2??2
????
?
．????
ChE　aetivity　in　mg
hydrolysed　一　Aeh／mg
　　　dry　xKreight
30??0
4740
9﹈??L（
102??0
．?410
??26??0
7790
??72?
??．8???0
743??0
Degree　of
purification
??X
2X
8????、〉
??
4．X
6??Xt
Tab16　ZActivsty　of　Brain．一ChE　Prepa？’a，tions
NO． RA Inbibi七ion（％）by
tr，yptic　digestion
CbE　aetivity　in　mg
bydro］ysed　Aeh／m．cr
　　　dr：　weight
Degree　of
purifieation
Original　extraet
????O．5
Q．　．58
0．54
????
100
100
100
100
100
O．，325
0．　o．o　e）・
O．326
0．222
0．2，20
L
BTain　preparation　A
L ???』
??
????
O．46
0．57
0．57
100　．
lOO
100
ユ00
10Q
E
?
ユ．234
0．7Q2
1．6・20
0．736
1．e｝so
8??
4a?
44×
??歌
?
6
???
工，6
1，4
］，o
O．6
D．Z
Original
extvact
A e c D
?????ー
80
50
0??
工o
??
prepay改t　I　o践
t一
Original
extヤ4c七
Fig．　5
A B c D
Fig．　4　Relrative　activity　（RA）　of
　　・　panereas－ChE　preparations
　　　　　　　　　　　　　PvePirat　Lon
　C％）　lnhibition　by　tryptic　digestion
on　pancreas－ChE　preparations
4巻4号 今野・一Cholinesteraseに関する研究　IV 247
Table　3R／1αnd（％）疏碗6翫。πby　l乃・製）ticエ）igestion
of　f］ancreag－ChE　f）rel］a・rations
t
RA
（％）　lnhibiii　）n　by
tr．yptie　di．crestion
Original
extraet
1．61
Hi　l）
Preparation
A
O．65
El
B
O．84
90
C J
1．06
58
D
1．54
30
?
E
1．60
10
前者ではN当り抽出．原液の約9倍の活性度を有する標品
を得このものはトリブチリンよ1）もメチールコリンをよく
水解するので特異的ChEであろうとし，後者では約30倍
の活性度を有する柳川を得，このものはメチールコリンよ
りもプロピオニール，ブチリルコリン，　トリブチリンをよ
く水解し，　しかもDFPに強く阻害される点からして非特
異的ChEであろうと報告している。
　われわれは先にChE特異性決定の手段として，基質濃
度，1）抽出液の塩濃度2，，trypsin　F「L害作用3）についてi報告し
た。即’ち非特…異的ChE｝よ；墓．質の高濃度において活’性度が
強くしかもtrypsin作用に対して無影1響であるが，特異的
ChEの場合は基質の低濃度で強い活性値を示し，しかも，
trypsin作J・Tl　tこより著一しく「；「下穿されることを旨忍め前者は血
清，肝等であり，後胤’は脳，血球答であることを述べた。
』しかしながら膵ChEでは基質の高1回田で活性度は強く現
われ，非特…異的ChEのtltl三格を示すがtrypsih作川により
かなり阻害さオしる点から膵ChEには特異1’1くj，非特…異的
ChEの混在の他に特殊なChEの存在をも考慮して來た。
　とれ等の関係をより画然たらしめるために憂にChE精
製標品について組織別に以下検討したい。
1．肝ChEについて
　　肝標品の力債は乾燥一重量1mg当りAch分解：量0．3～1．2
1mgであり，幕質濃度の関係（RA｝は常に1より大．であった。
　またtrypsin作用は全《無影響であ：つた。即’ちRAの関係，
　力俄は玉井5）と凹面であり，われわれがRAが1よ！J大な
　ることを以って非特異的ChEとした封目の成績となん等
　矛爪奪俘なわない。一方trypsin作用が抽川原液に対し．糸勺
　7％阻害を見るに反し標品では全く無影響であった。これ
、は精』製過程に才δいてこのわずかな音il分の特異的CbEが除
　去せられて純粋なる非特異的ChEを得たものといえる。
　即’ちtrypsin阻害｛1…用は非41￥異的CbEに対しては全く無
　影響であるというわれわれの從來の観点を一層有利に導い
　たという疲きである。この関係は精’製過程に除かれろ‘浮異
　的CbEを測定することにより明確にされるであろうが，
この部分の括性度はかなり低いためにわれわれの測定方法
を以ってしては困難であるので断念した。
2．脳ChEについて
　脳標品Aの力慣は抽出原液に比べ3．3～7．6倍の活性度
を示しlRAは常に1より小でありtrypsin作用は完全に
阻害ざれた。力債はOrd＆Thompson等6）と近似してい
る。一方RAが1より小なることを以って特異的ChEと
した從來のわれわれの考えはなん等矛盾を來さない。更に
trypsinの阻害作用を以って脳ChEを特異的ChEとした
われわれの観点は脳標晶Aについて更に実証された訳であ
る。
　脳標品Bの力慣は僅少であり，標品Aの約i／ioであっ
た。即ち特異的ChEの大．部分は硫安分劃4．99／dlにおい
て得られることが分つた。　このことはThompson弊の分
離行程の委当性を’裏ずけるとともに，白鼠脳標品を特異nξJ
ChEとした披等の成績’と全く一致する6
　　　　　　　　3．膵ChEにつV、て
Tahle　3，　Fig．4に見る如く抽出原液のRAは1より大で
あるが膵智i品A，Bでは1．より小であり，Cでは1に等し．
く，D，　Eは1より大．であった。一方trypsin作用はTable
3，Flg，5に見る如G酊出原液：の約70％阻害に比べA∫Bで
は90％阻害され，Cでは5s％，D，　Eでは僅かの阻害を見た
に過ぎない。
　從來膵ChEは非特異的とされており，われわれも先に
RAにより同様iな関係を認めた。その後trypsin作用に，よ
りかなり阻害されることを認め膵ChEには非特異的及び
特…異的ChEの他に：不明なるChEの存在を考慮して來た。
いま標品A，Bが脳の硫安分劃と同様であり，しかもRA
の関係，trypsin作用が脳の場合の如き性致を示すことか
らこれを特異的ChEとするならば，標晶D，　li】は肝の硫
’左分劃と同槌であり，しかもRA，　trypsin作用が肝の場合
に近似することから，これを非特異的ChEと見て．共支え
ない。即ち從來の膵ChEに対するわれわれの考えと全く
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一致した結果を得た訳である。
　しかしながら擦晶A，Bのtrypsin阻害作用は脳の場合
の如く完全ではなく，D，　Eはまた肝の口合の如く金く無
影響とはいえず，一方CのRA，　trypsin作用は両者の中
間的性格をボす等の点は分劃過程における洗1條の不充分と
いうことも考えられるが，なお且つこれら標町中には両
ChEの存：在が考えられる。更に標品Cが脳標品Bに比べ
なおかなりのChE活性度を示す点から，この部分には特異
的，非特異的ChEの他に未知な乙ChEの存雀を思わしめ
Table　4
るのである。
　反面trypsin作用が脳，肝標品の場合の如く劃然としな
いのは別な因子例えば膵ChEには抗trypsin的作用を有
する物質の存在ということも考えられるが，これ等に関し
ては推定の城を田ない。いずれにもせよ膵ChEは甚だ興
味ある開題を有しているものと見をべきであろう。
　われわれはこれまで4報に亘って動物紅熱ChE
の特異性と基質濃度，抽出液の塩1類，trypsinの．影
響を槍棄しTable　4の如き関係を認めた。
Relαt勿箆s　Be伽θ翫昆4，　Trypi，rio　Degestion，　K魏（～s
　　硬プSa・lt’αnd　O肥ア勘θ岬。吻
CbE RA Trypticр奄№?ｓｔｉｏ? Effect　of@salts TissuesOur　prepara一@　七ions
Speeifie 1＞ （＋） c＋） 　　　　　　　brain　A，　pan－brain，　red　eell　　　　　　　ereas　A）一　B
Non　speeifie ユぐ （一） （一） 　　　　　　　liver，　panereasIiver，　serum　　　　　　　D，　E
　a）RAの意義二RAの数値はその後の研究によ
り同一・平織でぽ比較的一・定であるが，紅織の個休
ブ伽τよりかなりの変動を認めた。即ちRAの意義
は数値の増減は考慮夕Fであり，むしろ1より大な
．るか小なるかが決定事項の要素となることが分つ
た。
　b）塩類の影響：一報でぽ実験の性質上槍卜し
なかったが，抽出時においての，これ等の関係ぽ
例え必須條件とはV・えなしりまでも補助的な決定條
件としてかなり意義があるものといえる。
　c）trypslnの作用機絹i　l夢辱味ある点はtrypsin
の作用機構であるが，先に3）われわれは非特異的，
特異的ChEをThompson等の硫安分劃の成績か
ら分子の大小について論じ陀が更に少し．く才短昏を
試みたい。
　蛋白にはtrypsinにより分・解の難易があり，難分
解のものでも蛋白の変性，還元剤の処理等で易分
解になり，これはかかる処理でtrypsin特異‘i：tliの
ペプチッド結合にtrypsinが接近し易くなるため
と考’えられている。しかもtrypsin特異1恕Dペプ
チッド結合も遊離アミノ基またはグァニジン基を
有するものがよく切られることが知られている。
　特異的ChEがtrypsinにより易分解的であるの
は1グロブリン的性格を有しtrypsinにより作用さ
れる結合二分が表在性であるのに対し，一・’方非特
異的ChEが難分解なのはアルブミン的なもので
あり，それ等の結合部分・を有しないか，例え有し
てV・ても内包性であるのでtrypsinの了1三常の操作
では非特異的ChE分子を1雌罪することが出來な
いのではなかろうか。これを何等かの方法例えば
蛋自の軽度の変性等で容易にtrypsin　VCより破壊
せられるのではなかろうかとも考えられる。
　いすれにもせよ．trypsinにより消化される基が
ChEの作用基と等しくはないとしても，その酵素
作用と密接な関係を有するとV・うことは考’えられ
る。この方面の研究ぽChEの結品化とともにそ
の酵素作一基や1‘1嵯造を知る」r．tこ亘要な手掛りたり
得ることを信じて疑わない。
　われわれの実験結果からtrypsin作用，　RAの関
係，更に補助的な鋤くにおいての塩類の影響ぽ
ChE特異性決定のイ∫力な手段たり得ることが分つ
た一，
　また膵ChEの特殊性ぽ膵疾患のili舗末診断への
慮用を示唆するものであろうことを附記せねばな
らない。從來．由L清ChE　l丈肝臓機能と密接な関係
にあり，柏L清ChE測定を以て肝疾患の診断に利
用されている。一一・方膵機能と．rfu．清ChEの関係に
ついては明かではない。血L清ChEは從來，非特
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異的ChEとされ肝のそれと一・致する。われわれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの成績から膵ChEは明かにこれ等と区別されな
ければならない。これの見地より從來行われつつ
ある．血清ChEの臨床的測定は更にtrypsin処理に
対する態塵から再槍討さるべきであろう。
結 論
　1・肝標品のRAは常に1より大であり，しか
もtrypsh1作川に対しては金く無影響であり，明
かに非特異的ChEのlil二k格を：示した。
　2．脳標品AのRAぽ1より小にしてtrypsin
により完全に治化分・解され，明かに特異的ChEの
性格を示し．た．
　3．膵標品A，BのRAは1より小にしてtrypsin
阻害作用はかなり強く特異的ChEの性格を示し．
標品D，EではRAぽ1より大にしてtrypsin阻害
作用は抽禺原液に比べ低く，非特異的ChEの性
格を示したが標品Cは両ChEの性格を示した。
　4．われわれが先に主張し來たったRA，　trypsin
作用がChE特異［fk決定の有力な手段たり得ると
の観点ぽ本実鹸にお・いて更に二明確にされた。
　　　　　　　　　　　　　　　（ll召耳…li　28．7，16受イ寸’）
Summary
　　In　the　previous　Papers，　we　examined　the　relation　of　ChE－specificity　tewards　substrate　concentra－
tion，　extract－solution　and　tryptic　digcstion，　and　suggested．thE　t　those　fac　rts　should　be　of　great　use
in　determining　the　specificity．
　　In　this　paper，　we　examined　the　former　relations　on　the　purified　ChE－preparetions　of　several
tissues　and　justfied　those　relations．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　July　16．　1953）
